


01 川崎重工グル
車両、モーターサイクル、船舶、エネルギー設備、各種産業機械、土木建設機械など、文字通り陸・海・空にわたっています。これら幅広い事
業分野が保有する先端技術をもって、人々の豊かな生活と地球環境の未来に貢献すること──それが、川崎重工グループの理念です。 グ企業とし







CSR課題項目と取り組みについて
શࣾऔΓΈ߲ͷਐঢ়گ ΧϯύχʔผऔΓΈ߲ͷਐঢ়گ
5-6ページで述べた「目指す姿」に至るためのアクションプランを策定し、PDCAサイクルを回しています。
全社活動を推進する本社各部門のアクションプランと、その結果を踏まえた自己評価の変化を報告します。

方針や規則づくりなどのように単年度・ワンアクションで完了するもの、ダイバーシティのようにある程度時間をかけて周知を深
めながら施策を重ねていくもの、環境活動のように単体からグループ会社に段階的に範囲を広げていこうとしているもの、コンプ
ライアンス啓発活動のように「ここまでやればよい」というゴールがなく到達目標を持ちにくいものなどさまざまですが、項目ごと
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